
E　3/29　一橋大学様震災　15段 1割　1校　営業担当者：２部大塚・　企画制作G：吽野、嬉野　森山編集デザイン事務所

主催：一橋大学　http://www.hit-u.ac.jp/
お問い合わせ先：一橋大学　TEL 042-580-8000

広
　
　
告

企
画
・
制
作
＝
日
本
経
済
新
聞
社

ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
営
業
局

　
本
日
、
専
門
分
野
の
異
な
る
５

人
の
経
済
学
者
・
経
営
学
者
が
集

ま
り
、
震
災
復
興
の
政
策
課
題
を

展
望
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
有
意

義
だ
っ
た
。

　
本
学
で
は
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

年
４
〜
６
回
開
催
し
て
い
る
。
大

阪
、
名
古
屋
に
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
講
演
を
行
う
ア
カ
デ
ミ
ア
を
開

設
し
た
。
今
後
、
韓
国
の
ソ
ウ
ル

で
も
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
予

定
だ
。
タ
イ
ム
リ
ー
な
問
題
を
取

り
上
げ
、
本
学
な
ら
で
は
の
知
的

資
源
を
活
用
し
て
政
策
提
言
を
発

信
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、
皆
さ
ん
と
と
も
に

考
え
、
活
発
な
意
見
交
換
の
場
と

し
て
い
き
た
い
。

X

閉
会
挨
拶X

　
昨
年
政
府
が
発
表
し
た
復
興
方

針
に
よ
る
と
、復
興
期
間
は
10
年
、

当
初
５
年
間
を
集
中
期
間
と
位
置

付
け
た
。
支
出
総
額
は
23
兆
円
規

模
。
復
興
財
源
を
め
ぐ
っ
て
は
、

様
々
な
議
論
が
起
こ
っ
て
い
る
。

財
政
が
健
全
で
あ
れ
ば
借
金
な
り

で
復
興
財
源
の
調
達
が
可
能
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
日
本
の
財

　
福
島
第
一
原
発
事
故
後
の
世
論

調
査
で
私
が
注
目
し
て
い
る
の

は
、
原
発
を
「
減
ら
す
」
と
「
現

状
維
持
」
を
合
わ
せ
る
と
、
一
貫

し
て
７
割
を
超
え
て
い
る
点
だ
。

こ
の
２
つ
に
共
通
す
る
の
は
「
原

発
は
危
険
だ
か
ら
な
い
ほ
う
が
い

い
が
、
需
給
や
コ
ス
ト
、
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
削
減
を
考
え

る
と
、
す
ぐ
に
は
な
く
せ
な
い
」

と
い
う
意
見
で
あ
る
。
つ
ま
り
世

論
は
「
脱
原
発
依
存
」
だ
と
い
っ

て
い
い
。

　
電
源
構
成
と
し
て
は
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
」「
省
エ

　
復
旧
復
興
は
被
災
直
前
の
状
態

に
戻
す
こ
と
だ
と
考
え
が
ち
だ

が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。

震
災
以
前
か
ら
成
長
状
態
に
あ
っ

た
地
域
で
は
、
経
済
再
活
性
化
に

向
け
て
前
向
き
な
対
応
を
す
べ
き

だ
が
、
衰
退
が
加
速
し
て
い
た
地

域
で
は
、
逆
に
思
い
切
っ
た
縮
小

　
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
災
害
な
ど
で

一
度
に
多
数
の
傷
病
者
が
発
生
し

た
と
き
、
治
療
の
優
先
順
位
を
判

断
す
る
こ
と
だ
が
、
災
害
復
興
で

も
こ
の
考
え
方
が
重
要
だ
。
東
日

本
大
震
災
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に

高
齢
者
が
最
も
被
災
者
と
な
り
や

す
く
、
復
興
政
策
の
第
一
の
柱
に

考
え
る
べ
き
だ
。

　
政
府
の
存
在
意
義
は
、
あ
る
意

味
の
最
終
的
な
保
険
機
能
。
財
政

の
枠
を
超
え
て
国
民
の
生
命
・
財

産
を
守
る
こ
と
だ
。
震
災
復
興
の

ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
理
由
の
１
つ

は
、
日
本
の
財
政
状
況
が
厳
し
く

余
裕
が
な
い
か
ら
だ
。

　
現
在
、
税
と
社
会
保
障
の
一
体

政
は
大
変
厳
し
く
、
国
と
地
方
を

併
せ
た
債
務
は
国
内
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
の
約
２
倍
と
悪
化
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
る
。

　
高
齢
化
は
さ
ら
に
進
み
、
税
と

社
会
保
障
の
一
体
改
革
は
当
然
だ

が
、
復
興
増
税
に
踏
み
切
ら
な
け

れ
ば
、
将
来
世
代
の
負
担
が
増
す

だ
け
だ
。
対
症
療
法
だ
け
で
は
震

災
が
経
済
危
機
に
つ
な
が
り
、
財

政
危
機
へ
と
連
鎖
し
て
い
く
危
険

性
が
高
ま
る
。

ネ
の
推
進
」「
火
力
発
電
の
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
技
術
革
新
」
を

最
大
限
活
用
し
、
残
り
を
原
発
で

賄
う
の
が
現
実
的
な
選
択
肢
だ
。

　
風
力
発
電
と
太
陽
光
発
電
な
ど

の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
稼
働
率
は

依
然
と
し
て
低
い
が
、
最
も
技
術

進
歩
の
将
来
性
は
あ
る
。
一
番
い

も
選
択
肢
と
な
る
。

　
津
波
は
通
常
の
自
然
災
害
と
は

異
な
り
、
土
地
や
施
設
の
利
用
履

歴
を
一
挙
に
消
し
去
っ
て
し
ま
っ

た
。
元
の
利
用
形
態
の
把
握
が
困

難
で
、
復
興
の
意
思
決
定
が
難
し

い
。
望
ま
し
く
な
い
の
は
、
需
要

が
な
い
の
に
高
台
造
成
を
し
た

り
、
運
営
資
源
が
十
分
に
投
入
で

き
な
い
の
に
社
会
資
本
を
再
建
す

る
こ
と
だ
。
無
謀
な
復
旧
は
、
政

　
そ
の
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
住

居
や
体
調
な
ど
の
情
報
を
管
理
す

る
「
共
通
番
号
」
や
「
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い
っ
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
横
断
的
に
活
用
す
べ

き
だ
。

　
首
都
直
下
地
震
が
発
生
し
た
場

合
は
、
首
都
機
能
の
迅
速
な
復
興

が
優
先
だ
。
そ
の
ほ
か
の
都
市
商

業
地
域
、
住
宅
地
な
ど
は
、
そ
の

地
域
の
特
性
に
応
じ
て
ト
リ
ア
ー

ジ
の
あ
り
方
を
平
時
に
決
め
て
お

改
革
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
２
０
１
５
年
に
消
費
税
を
10

％
に
増
税
し
て
も
、
社
会
保
障
費

の
膨
張
の
た
め
、
20
年
の
基
礎
的

財
政
収
支
は
17
〜
18
兆
円
の
赤

字
。国
内
外
の
様
々
な
研
究
で
も
、

財
政
安
定
化
に
は
25
％
以
上
の
消

費
税
が
不
可
避
と
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
改
革
の
１
年
先
送
り
は
最
終

税
率
を
１
％
引
上
げ
る
と
の
試
算

も
あ
る
。

　
今
回
の
震
災
で
は
現
行
制
度
の

不
備
が
露
呈
し
た
。
財
政
の
立
場

か
ら
い
え
ば
、
歳
出
の
優
先
順
位

を
付
け
、
課
税
ベ
ー
ス
を
広
げ
る

抜
本
的
な
税
制
改
革
が
急
務
。
復

興
増
税
と
い
っ
て
も
課
税
ベ
ー
ス

が
狭
い
た
め
増
収
が
困
難
な
状
況

と
い
え
る
。

　
復
興
に
は
メ
リ
ハ
リ
が
必
要

だ
。
そ
う
し
な
い
と
本
来
救
済
す

べ
き
個
人
・
企
業
を
救
え
な
い
エ

ラ
ー
、
救
済
す
べ
き
で
は
な
い
個

人
・
企
業
を
支
援
す
る
エ
ラ
ー
を

起
こ
し
て
し
ま
う
。
前
者
は
復
興

の
妨
げ
で
あ
り
、
後
者
は
バ
ラ
マ

キ
に
繋
が
り
か
ね
な
い
。

　
震
災
の
教
訓
は
、
復
興
に
向
け

た
持
続
性
の
あ
る
構
造
改
革
と
災

害
に
備
え
た
復
興
財
源
の
ル
ー
ル

作
り
を
急
ぐ
こ
と
。
首
都
直
下
地

震
に
備
え
る
た
め
の
国
民
参
加
型

の
議
論
が
欠
か
せ
な
い
。

い
の
は
、
海
上
で
の
風
力
発
電
や

休
耕
田
で
の
太
陽
光
発
電
の
活
用

だ
。
こ
の
場
合
、
送
電
線
の
敷
設

に
つ
い
て
は
電
力
会
社
の
協
力
が

不
可
欠
と
な
る
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
分
散
型
電
源

の
普
及
を
促
進
す
る
ス
マ
ー
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
も
取
り
組
む
べ

き
だ
。
私
は
東
北
の
被
災
地
や
原

発
の
地
元
で
、
こ
う
し
た
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
電
力
会
社
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
本
気
で
取
り
組
み
、
そ
の

高
い
系
統
運
営
能
力
で
電
力
を
安

定
供
給
で
き
な
け
れ
ば
、
生
き
残

れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

府
や
自
治
体
、
ひ
い
て
は
企
業
や

個
人
の
財
政
も
一
層
悪
化
さ
せ
て

し
ま
う
。

　
宮
城
県
・
仙
台
市
の
よ
う
に
前

向
き
な
対
応
が
可
能
な
都
市
は
、

復
興
復
旧
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
や

す
い
が
、
難
し
い
の
は
衰
退
地
域

だ
。１
つ
の
ア
イ
デ
ア
と
し
て
は
、

が
れ
き
の
域
内
処
理
の
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。
利
用
ニ
ー
ズ
の
低

い
土
地
を
有
効
活
用
す
る
観
点
か

ら
、
自
治
体
が
高
く
買
い
上
げ
れ

ば
、
そ
の
土
地
所
有
者
の
生
活
再

建
の
原
資
に
も
な
る
。

　
重
要
な
の
は
土
地
や
箱
物
を
元

に
戻
す
こ
と
で
は
な
い
。
被
災
者

の
生
活
や
生
業
を
で
き
る
だ
け
早

く
再
生
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
生

活
を
し
て
い
け
る
基
盤
を
支
え
て

い
く
こ
と
だ
。

く
必
要
が
あ
る
。

　
被
災
者
を
支
援
す
る
「
被
災
者

生
活
再
建
支
援
法
」
は
、
被
災
後

自
立
し
て
生
活
再
建
が
困
難
な
人

に
対
し
て
、
相
互
扶
助
の
観
点
か

ら
都
道
府
県
が
拠
出
す
る
基
金
の

活
用
が
原
則
だ
。
そ
の
後
の
改
正

で
適
用
範
囲
が
拡
大
し
、
東
日
本

大
震
災
で
は
、
国
の
補
助
率
が
50

％
か
ら
80
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

地
方
交
付
税
も
措
置
さ
れ
た
。
そ

の
結
果
、
地
方
負
担
は
棚
上
げ
と

な
り
、
国
が
救
済
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
も
ト
リ
ア
ー
ジ
は
必
要

で
、
被
災
者
生
活
支
援
の
改
革
が

不
可
欠
。
目
的
は
生
活
支
援
の
た

め
の
基
礎
支
援
金
に
限
定
す
べ
き

だ
。
支
援
の
範
囲
や
条
件
を
明
確

化
し
、
住
宅
再
建
や
仮
設
住
宅
に

と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な
被
災
者
生

活
支
援
の
あ
り
方
を
緊
急
に
定
め

る
べ
き
だ
。

　
政
府
の
中
央
防
災
会
議
は
、
首

都
直
下
地
震
が
10
年
以
内
に
発
生

す
る
確
率
は
30
％
、
30
年
以
内
に

は
70
％
と
予
測
。
東
日
本
大
震
災

発
生
直
後
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
大
き

く
減
少
し
た
が
、
そ
の
後
は
回
復

傾
向
。
し
か
し
15
年
か
30
年
に
首

都
直
下
地
震
が
発
生
す
る
と
仮
定

し
た
私
た
ち
の
試
算
で
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
大
き
く
落
ち
込
み
、
財
政
的
に

は
「
最
後
の
一
撃
」
に
な
り
か
ね

な
い
。
首
都
直
下
地
震
に
備
え
る

と
い
う
意
味
で
も
、
さ
ら
な
る
財

政
悪
化
は
致
命
的
と
い
え
る
。

　
今
回
の
震
災
で
財
政
問
題
以
外

で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
災

害
の
専
門
組
織
の
必
要
性
。
そ
の

参
考
に
な
る
の
が
米
国
の
Ｆ
Ｅ
Ｍ

Ａ（
連
邦
緊
急
事
態
管
理
庁
）だ
。

平
時
と
戦
時
を
切
り
分
け
、
今
回

の
教
訓
を
生
か
し
た
災
害
の
専
門

知
識
の
蓄
積
が
不
可
欠
だ
。

抜
本
的
税
制
改
革
が
急
務

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
期
待

箱
物
で
な
く
生
活
の
再
生
を

地
域
特
性
に
応
じ
た
ト
リ
ア
ー
ジ
を

致
命
的
な
財
政
悪
化
を
招
く
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復
興
財
源
の
顛
末
と

将
来
の
大
震
災
へ
の
教
訓

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
一
年

震
災
復
興
と
土
地
の
有
効
活
用

震
災
時
の
生
活
支
援
に
つ
い
て

迫
り
く
る
首
都
直
下
地
震
と

経
済
財
政
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い
か
。

　
北
村
　
最
後
に
、
非
常
に
関
心

が
高
い
消
費
税
の
増
税
に
つ
い
て

は
ど
う
考
え
る
か
。

　
佐
藤
　
財
政
再
建
を
し
な
け
れ

ば
日
本
は
破
綻
す
る
。
そ
の
た
め

の
消
費
税
増
税
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
諸

国
は
こ
の
現
実
を
直
視
し
て
財
政

再
建
を
進
め
て
い
る
。
経
済
へ
の

悪
影
響
を
抑
え
る
た
め
に
も
、
で

き
る
だ
け
速
や
か
に
消
費
税
を
引

き
上
げ
る
べ
き
だ
。

　
田
近
　
私
は
消
費
税
の
問
題

は
、
災
害
復
興
の
ト
リ
ア
ー
ジ
と

同
じ
だ
と
考
え
て
い
る
。
社
会
保

障
費
が
破
綻
す
る
こ
と
は
１
９
８

０
年
代
か
ら
ず
っ
と
わ
か
っ
て
い

た
こ
と
だ
。
本
来
な
ら
そ
の
段
階

で
保
険
料
を
上
げ
る
べ
き
だ
っ
た

の
に
、
ト
リ
ア
ー
ジ
し
て
こ
な
か

っ
た
。
そ
の
ツ
ケ
は
高
齢
者
や
団

塊
の
世
代
も
含
め
て
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が「
な
ぜ
今
、

消
費
税
増
税
な
の
か
」
と
い
う
問

い
に
対
す
る
明
解
な
答
え
で
あ

る
。

は
一
時
的
に
国
が
救
助
や
支
援
を

主
導
し
、
あ
る
程
度
落
ち
着
い
た

段
階
で
市
町
村
に
機
能
を
戻
す
。

本
来
な
ら
こ
う
し
た
ス
テ
ッ
プ
が

あ
る
べ
き
だ
っ
た
が
、
そ
れ
が
う

ま
く
機
能
し
な
か
っ
た
。
復
興
交

付
金
も
、
結
局
は
ひ
も
付
き
的
な

補
助
金
で
、
あ
ま
り
役
に
立
っ
て

い
な
い
。
こ
れ
ら
を
反
省
材
料
と

し
て
、
国
と
地
方
の
責
任
関
係
を

整
理
し
て
お
く
べ
き
だ
。

　
田
近
　
復
興
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
の
問
題
の
多
く
が
、
国
と
地

方
の
問
題
を
抜
き
に
は
語
れ
な

い
。
国
と
地
方
の
ル
ー
ル
を
定
め

る
と
同
時
に
、
地
方
の
財
政
規
律

意
識
を
高
め
る
こ
と
も
必
要
だ
。

　
北
村
　
次
は
復
興
に
関
す
る
ミ

ク
ロ
と
マ
ク
ロ
の
経
済
に
つ
い

て
。

　
齊
藤
　
今
回
の
津
波
の
被
害
は

視
覚
的
印
象
と
物
理
的
実
態
に
か

な
り
ず
れ
が
あ
る
。
現
状
を
詳
し

く
吟
味
し
な
い
ま
ま
、
10
兆
円
の

オ
ー
ダ
ー
で
予
算
を
出
動
す
る
の

に
は
違
和
感
が
あ
る
。
こ
ん
な
調

子
で
首
都
直
下
地
震
が
起
こ
っ
た

ら
一
体
ど
う
な
る
の
か
。
基
本
的

に
地
域
が
う
ま
く
復
興
し
て
い
く

か
ど
う
か
は
、
地
域
の
人
た
ち
の

　
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
１
年

が
経
過
し
た
。
本
学
は
震
災
以
前

　
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
震
災

発
生
後
の
政
府
・
地
方
自
治
体
の

対
応
、
一
般
の
人
々
の
取
り
組
み

を
評
価
し
、
今
後
予
想
さ
れ
る
首

都
直
下
地
震
に
対
応
す
る
た
め
、

各
専
門
分
野
の
観
点
か
ら
政
策
課

題
を
展
望
す
る
。

　
ま
ず
私
か
ら
問
題
提
起
を
す

る
。
財
政
学
の
観
点
か
ら
田
近
教

授
に
は
、
復
興
の
優
先
順
位
や
被

災
者
生
活
再
建
支
援
の
原
則
、
佐

か
ら
、
災
害
時
の
危
機
管
理
の
あ

り
方
や
財
政
的
課
題
に
つ
い
て
議

論
を
重
ね
て
き
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
、
こ
の
１
年
間
の
研
究
の

集
大
成
だ
。

　
現
在
被
災
地
で
は
復
興
が
進
ん

で
い
る
が
、発
生
直
後
か
ら
政
治・

経
済
、
制
度
的
な
課
題
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
て
い
る
。
社
会
科
学
の

総
合
大
学
で
あ
る
本
学
は
、
こ
う

い
っ
た
課
題
を
社
会
科
学
の
切
り

口
か
ら
議
論
し
、
そ
の
解
決
策
を

探
っ
て
い
く
。

藤
教
授
に
は
復
興
財
源
の
あ
り
方

や
震
災
に
よ
っ
て
露
呈
し
た
問
題

点
を
指
摘
し
て
ほ
し
い
。
小
黒
准

教
授
に
は
、
首
都
直
下
地
震
が
発

生
し
た
場
合
の
経
済
的
影
響
と
そ

の
対
策
を
紹
介
し
て
も
ら
う
。

　
今
後
復
興
が
進
ん
で
い
く
が
、

齊
藤
教
授
に
は
人
口
動
態
が
変
動

す
る
中
の
土
地
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
意
見
を
伺
い
た
い
。

　
さ
ら
に
今
回
の
震
災
で
は
原
発

事
故
の
影
響
に
よ
り
、
電
力
不
足

が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
た
。
橘
川

教
授
に
は
、
長
期
的
な
電
源
の
構

成
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

可
能
性
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
あ
り
方
な
ど
を
述
べ
て

も
ら
う
。

　
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く

る
。
本
日
の
議
論
を
安
心
・
安
全

で
活
力
あ
る
社
会
の
構
築
の
た
め

に
役
立
て
た
い
。

　
北
村
　
５
人
の
方
の
講
演
を
受

け
て
、
会
場
か
ら
多
く
の
質
問
が

寄
せ
ら
れ
た
の
で
、
要
点
を
整
理

し
て
聞
い
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、

政
府
と
地
方
の
関
係
に
つ
い
て
は

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
佐
藤
　
昨
今
、
地
方
分
権
が
推

進
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
大
規

模
災
害
の
よ
う
な
有
事
に
は
、
現

場
の
市
町
村
自
体
が
機
能
不
全
に

陥
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
被
災
直
後

努
力
に
か
か
っ
て
い
る
。岩
手
県・

石
巻
市
で
も
被
災
し
た
地
域
は
ご

く
一
部
で
、
内
陸
部
は
１
週
間
で

ほ
ぼ
元
の
生
活
に
戻
っ
て
い
る
。

地
域
内
で
生
ま
れ
る
利
害
対
立
や

感
情
的
な
温
度
差
を
対
話
に
よ
っ

て
丁
寧
に
埋
め
な
が
ら
、
復
興
を

進
め
て
い
く
の
が
行
政
や
政
治
家

の
役
割
で
あ
り
、
最
も
重
要
な
こ

と
だ
。

　
北
村
　
日
本
版
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
の
実

現
可
能
性
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
小
黒
　
米
国
の
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
は
、

大
規
模
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き

に
、
政
府
を
横
断
的
に
ま
と
め
、

独
自
に
状
況
判
断
や
支
援
活
動
を

行
う
権
限
を
持
っ
た
機
動
的
な
専

門
組
織
で
あ
る
。

　
２
０
０
４
年
と
07
年
に
新
潟
で

続
け
て
大
地
震
が
起
こ
っ
た
際
、

新
潟
県
は
最
初
の
地
震
に
は
う
ま

く
対
応
で
き
な
か
っ
た
が
、
２
回

目
は
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
た
。
や
は

り
専
門
的
な
知
識
や
対
応
プ
ラ
ン

が
蓄
積
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し

て
何
よ
り
も
経
験
者
が
い
た
こ
と

が
大
き
い
。
日
本
の
よ
う
な
地
震

が
多
発
す
る
地
域
で
は
、
必
ず
ま

た
ど
こ
か
で
大
き
な
地
震
が
起
こ

る
。「
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ・Ｄ
Ｏ・Ｓ
Ｅ
Ｅ・

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
」
で
知
識
と
経
験
を

積
ん
だ
専
門
家
が
対
応
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
。

　
北
村
　
東
京
電
力
の
責
任
問
題

と
発
送
電
分
離
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　
橘
川
　
今
の
仕
組
み
で
は
、
東

京
電
力
は
賠
償
を
で
き
な
い
だ
ろ

う
。
東
電
の
リ
ス
ト
ラ
効
果
が
最

大
で
２
〜
３
千
億
円
な
の
に
対

し
、
原
発
を
止
め
た
こ
と
で
増
え

る
燃
料
費
は
毎
年
約
１
兆
１
千
億

円
。
必
ず
ど
こ
か
で
電
気
料
金
の

値
上
げ
と
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼

働
の
話
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
が
、

今
の
体
制
の
ま
ま
で
は
世
論
が
許

す
は
ず
が
な
い
。
最
終
的
に
は
民

営
に
戻
す
と
し
て
、
一
時
国
有
化

は
既
定
路
線
だ
と
考
え
る
。

　
そ
の
過
程
で
東
京
エ
リ
ア
は
、

発
送
電
分
離
に
な
る
だ
ろ
う
。
た

だ
、
そ
れ
を
全
国
に
広
げ
る
の
は

慎
重
に
行
っ
た
ほ
う
が
い
い
。
現

場
で
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち
の
や

る
気
を
削
ぐ
か
ら
だ
。
ま
ず
は
全

面
自
由
化
を
し
て
、
そ
れ
で
も
電

力
会
社
が
競
争
を
し
な
い
よ
う
で

あ
れ
ば
、
発
送
電
分
離
を
す
る
。

そ
う
い
う
手
順
で
い
い
の
で
は
な

X
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　東日本大震災の発生から１年が経過したが、ようやく本格的な復興計
画が議論の俎上（そじょう）に載ってきたところだ。こうした中、一橋大
学は政策発信を目的にしたシンポジウム ｢東日本大震災から１年：復興
への絆と政策課題｣ をこのほど開催（主催＝一橋大学、共催＝Ｇ―Ｃ
ＯＥプログラム「社会科学の高度統計・実証分析拠点構築」）。復興財
源や支援のあり方、福島第一原発事故をめぐる電力供給の問題など、震
災の経済的・社会的影響を分析し、多角的な角度から提言が行われた。

東日本大震災から1年
復興への絆と政策課題

国
と
地
方
の
責
任
明
確
化

現
状
を
正
確
に
把
握

専
門
知
識
の
蓄
積
大
切

発
送
電
分
離
は
慎
重
に

速
や
か
に
消
費
税
増
税

2011年度一橋大学シンポジウム

安心・安全で活力ある社会を


